2006年7月10日(月)情報社会論（小宮山）

例1：職業における楽しみの公平配分
問い

研究目的

「職業における“楽しみ”を得ることができるのは、どのような人々であるか」という問いを解明する。さらに詳細に述べるならば、“楽しみ”という社会的資源の分布とその決定メカニズムを明らかにする。

いままでの階層研究
で扱ってきた資源は、主に職業よる外発的報酬である。外発的報酬とは、労働の対価として、得られる報酬、例えば賃金や役職などの社会的地位である。この研究は職業における内発的報酬を扱う点が独創である。内発的報酬とは、労働のそのものの喜び、例えば仕事に没頭する爽快感や職場における仲間との一体感などである。外発的報酬である賃金・社会的地位と、内発的報酬である職業に従事すること自体の“楽しみ”とは、どのような関係になっているのか。単純に外発的報酬が多いほど（または少ないほど）内発的報酬が多い（または少ない）という関係ではないと考えている（詳しくは「仮説・検証方法」を参照）。創造性（創意工夫の余地があること）、自分の行為を統御していること（自己決定性）、そして共同で目的を達成することなどの職業における特性が、内発的報酬の実感を強めるであろう。これらの特徴は、賃金・社会的地位と必ずしも比例しない。

新たな経済的需要を創出することに長けた現代の“情報化社会”において、人々は外発的動機によって職業上の行動を決定する傾向が強いのではないかと予想している。
この実証研究により構築される仮説・理論は、労働そのものの価値を実感することから疎外された人々に、労働の喜びを再配分することの一助になると考える。また過度に外発的報酬に眼を奪われることによって、引き起こされる社会的迷惑
を予防する有力な手がかりを得るに至ると考える（「予想される結論」参照）。

既存の研究との関連
階層研究において、ブルデューら（例えば、Bourdieu, Pierre. J.-C. Chamboredon, 1983）を発端とする国内外の文化的再生産論
により文化活動と階層の関係が明らかにされているが、主要な論点は“余暇”の領域である。
イングルハート（Inglehart, Ronald 1990）は脱物質主義/物質主義と階層の問題を扱い、階層研究者に多大な影響を与えている。しかし自己実現等、職業の“楽しみ”の一部分に着目はしているが、“楽しむこと”全体に十分な焦点があてられてはいない。さらにチクセントミハイ（Csikszentmihalyi, Mihaly 1977）の研究では“楽しむ”ことの実証研究・理論の研究がなされているが、階層との関係は明らかされていない（図1参照）。

　職業における“楽しみ”は、重要な資源であり、また不平等配分の結果、社会的迷惑を引き起こすことが予想されるが、職業における“楽しみ”を階層問題として扱っている研究はない。そこで、本研究では職業における“楽しみ”という社会的資源の分布とその決定メカニズムを明らかにする。
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仮説・検証方法

仮説
チクセントミハイ（1969）では、機会と能力の一致
・自己決定性
・フィードバック
、コミュニケーション、情緒的解放等によって得られる職務に意識を集中した状態（フロー体験）、そしてリズミカルに身体を動かすことによって得られるマイクロフローを仕事の楽しみとして、主張している。さらにチクセントミハイ（1969）では軽視されがちだった、不確定な結果を予測する楽しみ
（運）や、めまい
も含め、仕事の楽しみに影響しているという仮説のもと、検証を行う。

楽しみの要因が未確定であること、そしてこれらの要因が楽しみにいたるプロセスも不明な部分が多い。仮説を明確化するための探索的研究
を検証の前に行う。

研究に先立ち「経済的資源配量よって“楽しみ”が得やすい仕事が偏る」というプリミティブな仮説を構築している。経済的資源配分がある程度のレベルに達していない人々も、またあるレベルを超えている人々においても“楽しみ”が得やすい仕事が配分されにくいと考える。
未熟練労働に従事している場合、自己決定性が低いであろう。自己決定性の機会をもつことは一般的に賃金の上昇をもたらす。したがって経済的資源配分量が少ないと職業における“楽しみ”が減少すると思われる。しかし職場でのコミュニケーションによって得られるフロー経験、やリズミカルに身体を動かすことによって得られるマイクロフロー等は得られると考えられので、その傾向性は緩やかなものにとどまるだろう。

経済的資源の配分が多い（外発的報酬が多い）ことは、内発的報酬を得られないことによる疎外感を一時的に麻痺させる効用があると推測される。そのため経済的資源の配分が多い人々においても仕事の“楽しみ”を得られていないケースが相対的に少なくないと推測しているが、やはり緩やかな傾向性だろう。

またさらに“楽しみ”の再配分の方法論について探索的調査（「検証方法」参照）をもとに仮説を構築し、検証を試みる。職業によって得やすい“楽しみの種類”が異なるだろう。また再配分が比較的平易なもの、困難なものが混在するであろう。例えば、販売・営業職などについては、自己決定性に関しては、ある程度の権限委譲によって実施可能である（例えば、アークランドによる仕入れの裁量の委譲）。しかし継続性を重視する職業、例えば経理などは、自己決定性における創意工夫の余地という面では、再配分が困難だろう。経営面の権限について、どこまで委譲が可能か、また他の種類の“楽しみ”、例えば他の職種との一体感などによって補完できるかが重要なポイントとなってくるだろう。そのため実際に業務に当たっている人々ならびに関連する部署の日々の業務を分析することで、仮説構築が可能となる。
検証方法
研究方法としては探索的段階であることを踏まえ、二とおりのアプローチを併用する。

第一はインタビュー調査によって職業における“楽しみ”の生成・発展・衰退・消滅のプロセスを明らかにすることである。次に今後の全国または国際比較による確証的研究の橋渡しとして地域限定の質問紙調査を行う。この問題における質問紙調査の定型を築き上げ、そして地域限定ではあるが仮説の確証的検証を行うことが第二のアプローチの目的である。両者の知見から本研究の問いに対する仮説・理論を構築する。

第一のアプローチとしてのインタビュー調査であるが10名程度の調査回答者の協力を取り付ける予定である。探索的段階であるので、サンプリング方法にはこだわらず、むしろ少数の協力者に長時間ご協力いただきプロセスを探ることを重視する。１名につき数時間、場合によっては数回に分けて面接調査を行う予定である。

第二のアプローチ、質問紙調査は、母集団は新潟市近郊在住の有権者とし、計画サンプル数は400を予定している。調査地点等の選定理由は後述する。

調査予定地は、全国または国際比較調査が望ましいが、探索的段階であることから近傍の地域（新潟市近郊）に限定し、労力を調査の精度よりも、着想を引き出すことに注ぐべきであると判断した。

予想される結論
内発的報酬と階層との関係は、重要性を増して来てはいるが、未着手の状態といってよいだろう。この計画が遂行されることによる成果によって、内外に活発な議論を呼び、全国的な、さらに国際的な確証的な比較研究に発展することになればと考えている。しかし現状では、探索的研究から開始し、議論・仮説を積み重ね、確証的な研究に橋渡しする段階である。

先日、最高裁が、関西水俣病訴訟で、国と熊本県の行政責任を認める判断を示した。しかし行政の怠慢、企業の不正隠しはあとを絶つことがない。見田宗介は著書『現代社会の理論』（岩波書店　1996年）の中で、情報化/消費化社会という強力な需要創出メカニズム、需要の創出による環境破壊、そしてそれを不可視化するメカニズムの関連を説いている。

薬害エイズ・三菱リコール隠し等、度重なる不祥事の現状を鑑みるとこの問題が根本的な解決に向かっているとは思えない。しかし我々が情報化社会を捨てされないと仮定するならば、マイナスの側面を解消し、新たな“情報化社会”創出することが急務ではなかろうか。

職業における“楽しみ”という情報による財の価値の復権がなされることで、環境問題と需要創出とを両立する社会への大きな足がかりになると考え、本研究を行うに至った。外発的動機に大きく目を奪われるあまり、人々は自らを仕事自体の喜びから疎外し、また他者の喜びを疎外することに無頓着になると思われる
。職業の内発的報酬に価値が見出されることで、自己の“楽しみ”という報酬のために、職務を遂行するであろう。相互に職務を全うすることにより、お互いがお互いの“楽しみ”を尊重し、社会的迷惑を引き起こさず、かつ持続的な経済の維持が可能になるであろう。
職業における“楽しみ”を社会的資源ととらえ、これを公正に再配分することで、我々の社会を豊穣なものに、そしてお互いの喜びを共感できる社会の実現に大きく踏み出せる。
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� 皆さんが目にしやすいところでは格差社会に関する研究などが例として挙げられる。


� 特定の社会の成員が利得を得る行動が、他の成員の利得の総和を下げること。例えば、高級官僚が、自らの天下り先として、投入した税金に見合う効用が納税者に還元されることが期待されない施設・団体を作ること。天下った官僚は多くの報酬という効用を得るが、他の成員は、その施設・団体から得られる効用以上の増税というマイナスの効用を蒙る。


� 高い階層にある人々の文化が、階層の上昇に有利に働くという理論。例えばお金持ちの人が自然に身につけている習慣や言葉遣いが、学校で評価されるため、高い階層の出身の子どもは、やはり高い階層につきやすいという不平等の構造のことである。日本では小学校受験などが典型的な例といえるだろう。


� 難しいと緊張、簡単だと退屈してしまうこと。


� 自分で進んで行うこと


� 工夫した結果がわかること


� 漁業や株取引等が例として挙げられるだろう。


� 高速での移動・高所などの感覚。例えばレーサーや登山家、さらに漁業・林業などにも見られるだろう。


� 仮説を構築するために観察を行う研究


� 仕事はなるべく手を抜き、ラクして報酬を得ようとすることにより、本来の職業の機能を果たさない。そのため人々が迷惑を蒙る。例えば耐震構造の監査機関や監督官庁がチェック機能を果たさない。結果、耐震偽装が発生し、耐震偽装建築のユーザーが被害を蒙る。


第2回講義時に配布した資料（苅谷 1996：115）をもとに、現代社会に貢献するために大学生は、暗記したり、既存の文献を要約したり、技術を習得することだけではなく、自分で問題を立て、解明することが必須であり、それは欧米の大学では行われていることであることを論じた。大学生が“大学生”しないのでは耐震偽装問題と変わりはない。いままでトレーニングしてこなかった方も、まだ1年半ある。できるかぎりお手伝いするので、皆さん、大学生になろう。本学は新しい情報文化を作り上げる可能性がある。しかし本来の目的である大学生を輩出しなければ、情報社会の闇を深める予備排出予備校に成り果ててしまう。このレポートが始めの一歩である。
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